
令和７年度安八郡ＰＴＡ連合会 活動報告 

 
 
 
１ 目 的  【活動目標】「和（輪）を広げ、ともに学ぶＰＴＡ活動」の実現をめざし、 

研究を深め、実践に生かしていく。 
２ 主 催   安八郡ＰＴＡ連合会 
３ 日 時   令和７年１０月２３日（木） 午後３時００分～４時３０分 
４ 開催形式  輪之内町文化会館リトルホール 
５ 参加者   安八郡各単位ＰＴＡ会員・学校関係者 ３５名 

６ 内 容   会長あいさつ 

        来賓あいさつ（輪之内町教育委員会 増田浩志 教育長） 

郡ＰＴＡ連合会表彰 披露 

講演会 

 

 

演題 「子どもの自立と親の関わり～上手なほめ方、叱り方、聞き方～」 

講師 親業訓練協会 シニアインストラクター 松尾 千景 様 

令和７年度 安八郡ＰＴＡ連合会研究大会 
 

親業訓練協会 シニアインストラクターの松尾千景様をお招きし、子どもの健やかな成長を支え

る親の関わり方について、具体的な事例を交えながらご講演いただきました。講演では、「あいづ

ち・繰り返す・言い換える・気持ちをくむ」といった親業の基本技術が紹介されました。これらの

技術を通して、子どもの辛さや悲しみを受け止め、心を通わせる関係づくりの大切さが強調されま

した。 

私たち親は、日々の忙しさの中で「早くしなさい」「ちゃんとやったの？」といった言葉をつい

口にしてしまいがちです。しかし、親業では「あなたメッセージ」ではなく「わたしメッセージ」

で伝えることが勧められています。たとえば、子どもが学校の荷物を床に広げたまま片付けないと

き、 

・「あなたメッセージ」：早く片付けなさい。いつもの場所に置いてよ。 

・「わたしメッセージ」：荷物が床に広がっていると、足の踏み場がなくて困るよ。 

このように、親自身の気持ちを率直に伝えることで、子どもは責められていると感じることな

く、自分の行動を見直すきっかけになります。言葉がけひとつで、子どもの受け止め方や行動が変

わることを学びました。日々の関わり方を見直し、子どもの気持ちに寄り添う姿勢の大切さを改め

て学ぶ機会となりました。 

 
 


